
ロストベルグ諸侯連合王国とオータル国との間の通商条約協定

第1条

この協定の適用上、

【a】「関税」とは産品の輸入に際し、または産品の輸入に関連して課される税その他あらゆる

種類の課長金ならびに産品の輸入に関して課される付加税及び荷重税のことを指す。

【b】ロストベルグ諸侯連合王国は、国内で制定された1948年の通商条約協定締結法に基

づいて適切に締結相手国との通商関係を維持し開かれた世界経済を共同で獲得するもの

である。

第2条

両締約国は、この協定の改正につき書面により合意することができる。協定の改正に伴う書

面の合意は両締約国の国内法上の手続きを踏んだ上で当該改正の認可を相互に通告し

た後、30日で改正した条項の効力を生じる。

第3条

両国は、食糧、機械製品、衣料品、医薬品、自動車、鉱物資源、兵器などの様々な産品を

闊達に取引し、特に兵器、石油、石炭などの国家経済を左右するエネルギー資源や防衛

に関する事案は有事の際には国家が主導して取引を行う。

第4条

関税率は、両国共に産品価格の10%を輸入品にかけること。それ以上の関税率はこれを認

めない。ただし、石油・石炭・液化天然ガスなどは有事の際には3%の関税率に抑えることを

認める。兵器は産品価格の30%を輸入品にかけ、有事の際には10%に抑えることを特例的に

認める。

第5条

この協定は、日本語及びロストベルグ語及びアラビア語をひとしく正文とする。以上の証拠と

して、下名は、各自政府から正当に委任を受けてこの協定に署名した。



2022年1月15日にロストベルグ諸侯連合王国で、日本語及びロストベルグ語及びアラビア語

により本書二通を作成した。

ロストベルグ諸侯連合王国のために

オータル国のために


